
産業廃棄物処理業の労働災害発生状況

令和８年４月８日現在

１．最近5年間の死傷災害（休業4日以上）の推移 （千葉労働局管内）

２．死傷災害(休業4日以上)の事故の型別割合

 （千葉労働局管内 ：370件 （令和３年～令和７年））

３．事故の型別について
 （千葉労働局管内 ：370件 （令和３年～令和７年））

　事故の型別では、「墜落・転落」（66件、18％）が最多となり、これに次いで「転倒」（65件、17％）が多く
発生しています。また、「転倒」「動作の反動・無理な動作（腰痛等）」といった労働者の作業行動に起因す
る労働災害が死傷災害全体の約４分の１を占めています。
　令和７年においては、「墜落・転落」等の労働災害が増加しています。
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